
物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

　キーワード：京都平野　竪穴系横口式石室　型式分類　平面プラン

　本稿では周防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象として、腰石と袖石の二つの属性から
石室の型式分類を行い、さらに出土遺物による年代観をもとに地域編年を提示することで、竪穴系横口式石室
の導入及び展開について考察した。その結果、京都平野では玄室側壁を基底部から平積みする型式が古式な竪
穴系横口式石室の特徴として捉えられ、筑肥地域よりも腰石の採用は比較的遅れた時期にみられる。そして竪
穴系横口式石室の展開には京都平野の全体に共通する大きな画期が認められ、横口部の導入を第一の画期と
して、腰石の導入がされる第二の画期、玄室幅指数が53.0前後であるⅡB₂式の石室のみが築造される第三の画
期が挙げられる。型式の地理的な分布については京都平野内でも苅田丘陵を中心とする北部地域と稲童海岸
部から犀川盆地に至るまでの南部地域には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相に地域差があり、袖石の
採用に差異が認められることが判明した。また分析に有効な指標として奥壁幅と玄室長から導き出した玄室
幅指数をもとに玄室の平面プランと型式及び時期的な変遷との関連を検討した。結果として型式の変遷に
伴って狭長な石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へ移行していく傾向がみられ、京都平野においては
玄室の平面プランが竪穴系横口式石室の変遷を考察していく上で有効な指標であると考えられる。さらに京
都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差は横穴式石室を採用した首長系譜からの影響の違いが要因
にあると考え、試論として先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室への移行過程に注目した。本稿で
は南部地域の稲童21号墳が隣接する田川地域の猫迫１号墳からの影響を受けて成立したことを推定し、副葬
品の出土状況から両地域間において軍事的な関係をはじめとした密接な交流のあった可能性を指摘した。

要　　旨

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

山本　翔太 YAMAMOTO Syota

京都平野における竪穴系横口式石室の展開と地域性

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

Development and Regionality of Pit-Type Stone Chambers with Side Entrance in the Miyako Plain

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

図１ 対象古墳分布図
１.松山古墳群 ２.百合ヶ丘古墳群 ３.新津原山古墳群 ４.猪熊古墳群
５.箕田中原古墳群 ６.稲童古墳群 ７.長迫古墳 ８.北垣古墳群

表１ 須恵器編年対応関係

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。

【謝辞】

　本稿の作成にあたり、東北芸術工科大学北野博司教授、蒲原宏行

氏には多大なるご指導を賜りました。記して感謝申し上げます。

註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

０ 2m

1.松山６号墳（ⅠA式）

5.松山4号墳（ⅡB₁式）

3.百合ヶ丘４号墳（ⅠA式）

7.百合ヶ丘12号墳（ⅡB₂式）

4.長迫古墳（ⅡA式）

8.箕田中原8号墳（ⅡB₂式）

2.稲童21号墳(ⅠB式）

6.稲童８号墳（ⅡA式）

図2 京都平野における竪穴系横口式石室
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恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

表２ 竪穴系横口式石室の属性分析表

図３ 玄室側壁の配石による分類

図４ ⅡB式石室の細分類

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。

【謝辞】

　本稿の作成にあたり、東北芸術工科大学北野博司教授、蒲原宏行

氏には多大なるご指導を賜りました。記して感謝申し上げます。

註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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図９：文献２・４・５・９ 図10：文献40

34

歴史遺産研究 第 17 号 （2023 年）



物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

表３ 各型式の年代観

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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1~7. 松山６号墳　8~15. 松山4 号墳　16・17. 稲童21 号墳　18・19 稲童８号墳

20. 百合ヶ丘4 号墳　21・22. 百合ヶ丘18 号墳　23~26. 新津原山４号墳

図５ 竪穴系横口式石室出土の須恵器

京都平野における竪穴系横口式石室の展開と地域性－山本
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

１．百合ヶ丘９号墳   ２．稲童19号墳

図７ 先行墓制の竪穴式石室

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

図８ 竪穴系横口式石室の平面規格

図９ ⅡB₂式石室の平面規格比較

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。

図10 猫迫１号墳
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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図９：文献２・４・５・９ 図10：文献40

42

歴史遺産研究 第 17 号 （2023 年）



物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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物に与えられた年代観をもとに竪穴系横口式石室の地域編

年を提示してみたい。さらに玄室の平面プランの変遷及び

各型式との関連についても検討していく。

２．先行研究・研究の目的

　「竪穴系横口式石室」の語の使用は賀川光夫と小田富士雄

による七双子２号墳の石室構造に対する命名によって始め

られる（賀川・小田1962）。山中英彦は北部九州の初期横穴式

石室について、「大陸系横穴式石室」と「竪穴系横穴式石室」

に分類し、後者の特徴として明確な羨道が無いこと、天井石

が閉塞石まで架構されること、側壁が割石小口積みで施朱

されるものが多いことなどを挙げている（山中1965）。その

後、この種の石室の類例が増加するに伴って石室の型式分

類についても盛んに行われる。

１．はじめに

　北部九州は古代より大陸との交流が盛んに行われてきた

地域であり、朝鮮半島から伝播した新来の墓制である横穴

式石室のアイデアをいち早く古墳の内部主体に取り入れ

た。初期の横穴式石室には福岡県福岡市の鋤崎古墳や佐賀

県浜玉町の横田下古墳などが確認されている。さらに先行

墓制である竪穴式石室に横方向に開いた横口部を設けた石

室は竪穴系横口式石室と呼ばれ、最初期に属するものに福

岡県福岡市の老司古墳１・２・４号石室や佐賀県唐津市の谷

口古墳が知られている。

　本稿では小地域単位における竪穴系横口式石室の導入及

び展開の様相について考察していく。そこで豊前地方の周

防灘沿岸部にあたる京都平野の竪穴系横口式石室を対象資

料として、それらを複数の属性から型式分類を行い、出土遺

墳や名木野10号墳に対して、箱式石棺の系譜を引く石棺系

の竪穴式石室を母体とする石室は、もっとも低い階層に位

置づけられており、築造時期も５世紀後半以降と後出する

ことが指摘されている（児玉1980）。

　以上が竪穴系横口式石室に関する諸先学の研究である

が、型式分類の属性としては袖石や段状構造の有無による

横口部の構造がおもに取り上げられ、他に壁面の配石や石

室の平面プランについても分類の属性として設定されてい

る。その他、前庭部の構造の差異によっても分類が行われて

いる（石山1972）。しかし、これら先学の研究は北部九州の広

い範囲にわたる地域の石室を対象としており、たとえ型式

分類から石室の構造の変遷が捉えられたとしても、具体的

な竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相を捉えにくい。

蒲原宏行が指摘するように横口部の構造の受容には各地域

で形態的・時間的な相違が存在したことは明確であり、小地

域単位における竪穴系横口式石室の変遷を検討していく必

要がある（蒲原1983）。

　本稿で取り上げる京都平野の竪穴系横口式石室に関する

研究について、山中英彦は豊前地方の竪穴系横口式石室を

対象として、それらを小口積みの石室の系譜を引くもの、石

棺系石室の系譜を引くものといった、母体となる竪穴式石

室の違いから分類している。そして墳丘規模に関して前者

は径約20ｍ台、後者は約10ｍ台に分かれることを階層差の

表出としている（山中2005）。しかし、複数の属性による型式

分類や編年作業などの基礎的な研究については不十分であ

る。本稿では玄室壁面の配石と横口部の二つの構造的な特

徴から型式分類を行い、出土遺物による石室の年代観をも

とに地域編年を提示したうえで、当該地域における竪穴系

横口式石室の導入及び展開の様相について考察していきた

い。さらに先学の研究において、あまり注目されてこなかっ

た竪穴系横口式石室の平面プランについて各型式と時期変

遷の関連を検討する。  

　５世紀の京都平野は古代の海岸線によれば苅田丘陵を

中心とする北部地域と稲童海岸部から犀川盆地に至る南

部地域は入り江を挟んで対峙しており、筑肥系の横穴式石

室の影響を強く受けた最首長墳である御所山古墳や番塚

古墳の所在する北部地域と稲童古墳群や竹並横穴墓のあ

る南部地域の地域的な特色の違いが指摘されてきた。長嶺

正秀は御所山古墳の築造された北部地域は筑紫国造の磐

井につながる北部九州系の勢力と、石並古墳の築造された

南部地域は大和政権による畿内勢力と結びつきがあった

　柳沢一男は竪穴系横口式石室における構造上の基本的な

要素として、玄室プランは狭長な長方形を原則として羨道

を付設しないこと、割石平積みか塊石積みが基本形である

ことを挙げながら、棚状構造、袖石、框施設の有無によって

型式の分類をしている（柳沢1975）。さらに、この種の石室を

老司古墳３号石室や丸隈山古墳に代表される幅が広く大型

の石室をA型、老司古墳１・２・４号石室などの狭長で小型

の石室をB型に大別しながら、分類の要素として前庭部の

構造を加えている（柳沢1982）。その後、A型を北部九州型横

穴式石室、竪穴系横口式石室はB型に限るとした（柳沢

1984・1986）。

　蒲原宏行は竪穴系横口式石室の概念として横口部に前壁

や羨道を設けないこと、石室の最大幅が1.4ｍを超えないこ

とを規定している。型式分類では石室壁面の構築方法をも

とに大別しながら、横口部の構造及び平面プランによって

細分している。そして側壁面の構築において平積みの石室

が腰石を設置する石室よりも先行すること、横口部の構造

については袖石や前庭部側壁を設置しないものから設置す

るものへと変遷していくことを明らかにしている（蒲原

1983）。

　森下浩行は袖石の有無による横口部の構造、閉塞の方

法、石室の平面形及び天井の形態もとに型式を設定しなが

ら、九州の横穴式石室を北九州型と肥後型に分類した。前

者をA類とB類に細分しており、竪穴系横口式石室を北九

州型B類としている。北九州型A類には老司古墳３号石室

や鋤先古墳が、B類には老司古墳1・2・4号石室が含まれる

（森下1986）。その後、北九州型B類には竪穴系横口式石室の

形態的連続として捉えることができる楣石構造をもつ石

室も加えられ、主軸直交葬の不可避の基準を玄室幅1.6ｍ前

後と設定したうえで、北九州型Ａ類とB類の具体的な違い

を前者が主軸直交葬の可能なもの、後者が主軸平行葬に限

られるものとしている。そしてB類がA類の影響を常に受

けながら変遷したことを指摘しており、竪穴系横口式石室

の構造的な特徴として、楣構造がみられないこと、段状構

造を設けることを挙げている（森下1987）。

　竪穴系横口式石室の階層性について、副葬品や墳丘規模

から石棺系の竪穴式石室の上位にあたる石室構造として

位置づけられている（重藤・西1995）。また竪穴系横口式石

室の側壁面の配石の差異については被葬者の社会的な階

級差の反映であるとされ、老司古墳３号石室や小田茶臼塚

古墳など政治的支配者クラスの古墳に従属する稲童21号

として両勢力の図式を提示している（長嶺1991）。これら長

峡川を境界とする地域区分は律令時代の郡域である京都

郡と中津郡に該当する。京都平野における南北の地域差は

竪穴系横口式石室の墳丘規模や副葬品の出土状況にも表

れているが、本稿でも型式の分布や変遷に京都平野内の地

域差が認められるかを検討していく。

　出土した須恵器による推定年代の表現については中村

浩（中村1978）と田辺昭三(田辺1966・1981)の陶邑須恵器編

年及び小田富士雄の編年（小田1984・1991）を使用してい

く。それぞれの年代観の併行関係は表１のとおりである。

３．対象地域と資料の概要

　周防灘に面した京都平野は畿内から瀬戸内海を経由し

て大陸へ進出するまでの外交上の要所であり、古墳時代を

通して対外交渉の窓口として国内外の情勢に強く影響を

受けた地域である。当該地域における古墳時代の黎明は周

防灘に面した苅田町に所在する３世紀後半から４世紀初

頭頃の石塚山古墳や宇佐市の駅館川流域の赤塚古墳に始

まる。石塚山古墳は九州最古の畿内型の前方後円墳であ

り、竪穴式石槨を内部主体とする。倭の五王の時代である

中期には初期の横穴式石室を有する御所山古墳や豊富な

武具や馬具が副葬品として出土した稲童古墳群が築造さ

れ、京都平野を中心に多くの甲冑類の出土が報告されてい

る。この時期には朝鮮半島から渡って来た渡来人に関係す

る遺跡が報告されており、京都平野でも初期須恵器窯跡の

居屋敷遺跡やオンドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡が

確認されている。後期になると527年の磐井の乱の後に大

和政権による支配のもと豊前地方には五つの屯倉が設置

される。そして６世紀後半から７世紀初頭にかけて綾塚古

墳、橘塚古墳、甲塚古墳の大型の石材を使用した巨石墳が

首長墳として築造される。

　本稿で取り上げる資料は築造時期が５世紀後半から６世

紀初頭頃に比定される竪穴系横口式石室である。内部主体

の破壊が激しいため型式の分類が困難なものや報告書にお

いて竪穴系横口式石室とされていても、筆者が疑わしいと

判断したものは扱わない。以下に資料として取り上げる石

室及びそれらが属する古墳群について所在地や概略をごく

簡略に説明する。

⑴　松山古墳群は苅田町大字松山に所在する群集墳であ

　　る。八基の円墳と一基の方墳、ならびに小石室から構成

　　される。竪穴系横口式石室として4・5・6号墳、石棺系の

　　横口式石室として８号墳、単室の横穴式石室として1・7

　　号墳、小型の竪穴系石室として9号墳が確認されてい

　　る。本稿では竪穴系横口式石室の４・５・６・８号墳を取

　　り上げる。

⑵　百合ヶ丘古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。円墳三十基が確認されており、竪穴系横口式石室

　　として4・5・8・12・18号墳が報告されている。このうち８

　　号墳は破壊による石室の損傷が激しいため試料として

　　扱わない。古墳群内において最大の竪穴式石室である

　　16号墳がもっとも古い時期の築造とされ、副葬品とし

　　て三角板革留短甲と推定される鉄片が出土している。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・5・12・18号墳を取り上

　　げる。

⑶　新津原山古墳群は苅田町大字新津に所在する群集墳で

　　ある。七基の円墳と一基の土壙墓が確認されており、竪

　　穴系横口式石室として4・5・7号墳、横穴式石室として1・

　　2・3号墳、石棺系石室として６号墳が確認されている。

　　本稿では竪穴系横口式石室の4・５・7号墳を取り上げ

　　る。

⑷　猪熊古墳群は苅田町大字新津に所在する。二基の円墳

　　が確認されており、１号墳は百合ヶ丘16号墳と同様に

　　全壁を基底部から平積みによって築造された大型の竪

　　穴式石室である。副葬品として横矧板鋲留短甲や衝角

　　付冑と推定される鉄片が出土している。本稿では竪穴

　　系横口式石室の2号墳を取り上げる。

⑸　箕田中原古墳群はみやこ町大字勝山箕田に所在する群

　　集群である。八基の古墳のなかで明確に内部主体が確

　　認されているものは１号墳と２号墳、そして８号墳で

　　ある。このうち１・８号墳は竪穴系横口式石室、２号墳

　　は楣石を設置して前壁を形成していることから単室の

　　横穴式石室である。石室全体の実測図が取られたのは

　　８号墳のみであり、遺物として大刀や刀子、鉄鏃が出土

　　している。本稿では比較的に詳細が判明している8号墳

　　を取り上げる。

⑹　稲童古墳群は周防灘に面する行橋市稲童の海岸線に所

　　在する、京都平野の南部地域における代表的な古墳群

　　である。前期には内部主体を箱式石棺や木棺墓とする

　　11・12・13・14号墳が築造されている。中期以降は一つの

　　墳丘に一つの内部主体が築造されるようになり、15・

　　19・21・８号墳と大型の帆立貝式前方後円墳を墳丘形態

　　とする石並古墳が確認されている。とりわけ竪穴系横

　　口式石室を内部主体とする21号墳と8号墳からは横矧

　　板鋲留短甲や眉庇付冑など豊富な武具や馬具が副葬品

　　として出土している。5世紀中葉の築造とされる石並古

　　墳は京都平野の南部地域における首長墳であるが、内

　　部主体が確認されていないため、隣接する21号墳の竪

　　穴系横口式石室の古墳群内における階層的な位置づけ

　　は明らかでない。本稿では竪穴系横口式石室である8・

　　21号墳を取り上げる。

⑺　長迫古墳はみやこ町大字犀川久富に所在する。詳しい

　　報告書は存在しないが、小田富士雄の論文に実測図と

　　若干の説明が記載されており、内部主体には竪穴系横

　　口式石室が確認されている⑴。副葬品として横矧板鋲

　　留短甲や鉄刀などの武具、鏡や装身具の出土が報告さ

　　れている。

⑻　北垣古墳群はみやこ町大字節丸字北垣に所在する古墳

　　群である。九基の円墳と四基の小石室によって構成さ

　　れる。竪穴系横口式石室として3・7号墳、複室の横穴式

　　石室として1・2・4・5・6・8・9号墳が確認されている。しか

　　し３号墳は石棺系の竪穴式石室と推定されるため試料

　　としては取り上げない。本稿では竪穴系横口式石室の7

　　号墳を取り上げる。

４．竪穴系横口式石室の型式分類

　竪穴系横口式石室の構造上の概念及び定義は先行研究を

もとに、横口部で閉塞を行うことを前提として、前壁及び楣

石を設置しないこと、天井を設けた羨道を連接しないこと

とする。また玄室の平面プランについて、主軸平行葬を原則

とするため蒲原宏行が規定する奥幅1.40ｍ以下の基準を満

たす狭長な石室であり、本稿ではその基準を後述する玄室

幅指数が54.0以下の数値を満たすものとする⑵。

　まず資料の竪穴系横口式石室を玄室の側壁面の配石の

差異をもとに大別を行った。分類の属性として注目した腰

石には資料の石室の中でも石材の大きさや個数などに多

様な形態がみられるが、本稿では腰石の有無のみで分類を

行う。側壁を基底部から平積みによって構築されたものを

Ⅰ類、基底部に腰石を設置し、その上に石材を平積みした

ものをⅡ類とする。さらに横口部の構造から袖石の属性を

取り上げ、袖石を設置しないものをA類、設置するものを

B類とした。袖石を有するB類について、框石と袖石の配置

形態から細分を行った。横口部の前幅いっぱいに設置した

框石の前面に袖石を置く石室をB₁類、左右に設置された

袖石の間に框石を置く石室をB₂類とする⑶。資料として取

り上げた石室の殆どが柱状の石材を立てることで袖石と

しており、石材を平積みして袖部を構築したものはみられ

ない。

　また各石室の平面プランについて検討するため、分析に

有効な数値として玄室長と奥壁幅をもとに玄室幅指数を導

き出した。玄室幅指数は奥壁幅を玄室長で割り、その数値に

100の数値をかけたものである。本稿における玄室長とは奥

壁から横口部に設置された框石を含む仕切石及び袖石の玄

室側までの玄室中央の長さである。また袖石や仕切石の設

置されていない石室については奥壁から実測図に記録され

た閉塞石の玄室側までを玄室長とする⑷。

［ⅠA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を置かず、横口部に袖石を設

置しない。松山６号墳、百合ヶ丘４号墳、百合ヶ丘５号墳が

該当する。松山６号墳は玄室の全壁を基底部から平積みし

ており、前庭部側壁の残存状態から横口部には段状構造が

形成されていた可能性が高い。玄室幅指数は30.6と推定さ

れる狭長な石室である。百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳

の両石室は横口部に高さ20～30㎝前後の大型の框石を設置

して段状構造を形成している。横口部及び側壁の構築方法

に大差はみられないが、奥壁の配石及び平面プランに差異

が認められる。平面プランについて百合ヶ丘４号墳は玄室

幅指数45.7であるが、百合ヶ丘５号墳は玄室幅指数30.0のよ

り狭長な石室である。他地域における本型式の類例として

は老司古墳１・２・４号石室が挙げられる（福岡市教育委員

会1989）。

［ⅠＢ式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を設置しないが、横口部に袖

石を有する。京都平野では稲童21号墳のみが該当する。稲童

21号墳では横口部の左右に板石を立てて両袖とし、袖石の

間に仕切石を置いている。玄室床面と前庭部に高低差はみ

られない。玄室幅指数は35.1と狭長な石室である。他地域に

おける本型式の類例としては瑞王寺古墳（川述1984）が挙げ

られる。

［ⅡA式］

　本型式は玄室の側壁に腰石を有するが、横口部には袖石

を設置しない。松山８号墳、稲童８号墳、長迫古墳が該当す

る。松山８号墳は仕切石を設置せず玄室床面と前庭部に高

低差はみられない。玄室幅指数が26.8と極めて狭長な石室

であり小型の竪穴式石室との連続性が窺える。稲童８号墳

も仕切石を設置せず、玄室床面と前庭部に高低差はみられ

ない。玄室幅指数は43.4である。長迫古墳は横口部の前幅が

奥壁幅より広がる特異な平面形を有する。玄室幅指数は

30.3である。他地域における本型式の類例としては久戸12

号墳（酒井1979）や島津・塚の元９号墳（武田1993）が挙げら

れる。

［ⅡB₁式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部の前幅いっぱい

に設置した框石の前面に袖石を置いている。松山４号墳と

松山５号墳が該当する。両石室とも框石によって段状構造

が形成されており、前庭部は玄室床面より一段高くなる。玄

室幅指数は松山４号墳が44.7、松山５号墳が39.3である。他

地域における本型式の類例としては立山山23号墳（佐田・伊

崎 1983）や浦谷E―３号墳（原1982）が挙げられる。

［ⅡB₂式］

　本型式は玄室側壁に腰石を有し、横口部に設置した左右

の袖石の間に框石を置いている。この型式には百合ヶ丘12

号墳・百合ヶ丘18号墳・新津原山４号墳・新津原山５号墳・新

津原山７号墳・北垣7号墳・猪熊２号墳・箕田中原8号墳が該

当し、資料として取り上げた石室の半数近くを占める。新津

原山7号墳や北垣7号墳のように横口部に段状構造を形成す

る石室に加えて、箕田中原８号墳のように玄室床面と前庭

部に高低差のみられない石室も確認できる。玄室幅指数は

新津原山５号墳が37.6、百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳

が45.0前後であり、他はすべて53.0前後である。ちなみに竪

穴系横口式石室に後続する単室の横穴式石室である松山1

号墳や松山７号墳も玄室側壁及び横口部の構造は本型式に

該当する。

　上記の型式分類より、Ⅰ類の石室には袖石を設置しない

ⅠＡ式と袖石を有するⅠＢ式の両型式の石室が確認でき

る。このうちⅠA式の石室は松山６号墳、百合ヶ丘４号墳と

百合ヶ丘５号墳の三基があり、ⅠB式は稲童21号墳のみで

ある。またⅡ類の石室にもⅡＡ式とⅡＢ式の両型式の石室

が確認できるが、ⅡA式は三基であるのに対して、ⅡB式は

十基と資料数も多い。また細分類であるⅡB₁式の石室は松

山４号墳と松山５号墳の二基しか確認できず、ⅡB式の石

室の大半はⅡB₂式に属する。さらに京都平野内における型

式ごとの地理的な分布をみると、苅田丘陵を中心とする北

部地域と稲童海岸部から犀川盆地までの南部地域で異なる

分布の様相が認められる。北部地域にはⅠA式が三基、ⅡA

式が一基、ⅡB₁式が二基、ⅡB₂式の七基が分布するが、ⅠB

式は確認できない。それに対して、南部地域では資料数が極

めて少ないことも考慮しなければならないが、現時点で報

告されているものでⅠB式が一基、ⅡA式が二基、ⅡB₂式の

一基が分布し、ⅠA式とⅡB₁式の石室は確認できない。

　竪穴系横口式石室は先行墓制である竪穴式石室を母体に

横口部のアイデアをもたらした横穴式石室を完成形として

構造が変遷していくことが予想される。よって横穴式石室

の主要な要素である袖石を採用したものほど比較的新しい

様相を示す石室であり、袖石を設置しないA類の石室が袖

石を設置するB類より先行して築造されたことが推定され

る。またⅡB₁式の石室にみられる前幅いっぱいに設置され

た框石による段状構造はⅠA式の石室との連続性が窺える

ため、ⅠA式とⅡB₂式の石室の中間型として捉えられる。さ

らに腰石についても後出する要素と考えられる。よって本

稿で取り上げた竪穴系横口式石室にみられる型式から、Ⅰ

A式→（ⅠB・ⅡA）式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった、大まかな

変遷の方向性のあったことが推定できる。

５．考察

５－１ 各型式の年代観
　資料の竪穴系横口式石室について、須恵器や副葬品の出

土遺物に与えられた年代観をもとに上記で推定した型式の

変遷順序を検証していきたい。しかし、年代の推定できる須

恵器は殆どが周溝から出土したものであり、正確な石室の

築造時期を示したものではないため、年代観の根拠に乏し

いところもある。須恵器の型式については概ね報告書の内

容に従うこととする。

［ⅠA式］

　松山６号墳は立地条件からみても古墳群内でもっとも最

初に築造されたことが推定され、周溝からTK208型式の特

徴がみられる須恵器が出土している。百合ヶ丘４号墳の周

溝からはTK216～TK208型式が与えられた須恵器が出土

しているが、百合ヶ丘５号墳からは須恵器や副葬品などの

築造年代を推定できる資料は確認されていない。しかし百

合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳は群集墳内における築造位

置や同じ開口方向より被葬者間に何らかの結びつきがあっ

たと考えられ、両石室がほぼ同時期に築造されたことが推

定できる。

［ⅠＢ式］

　稲童21号墳は墓前祭祀に使用されたと推定される陶邑Ⅰ

型式２・３段階の須恵器や副葬品の武具及び馬具などの出

土遺物からTK208 型式頃に位置づけられる。

［ⅡA式］

　稲童8号墳から出土した須恵器には陶邑Ⅰ型式４・５段階

の年代が与えられている。副葬品の武具及び馬具の型式か

らもⅠB式の稲童21号墳より遅れて築造されたことが推定

される。長迫古墳からは築造年代を推定できる須恵器の出

土は確認されていないが、副葬品として出土した横矧板鋲

留短甲の型式による年代観よりTK23～TK47型式頃の築

造としておきたい（橋口1991）。

［ⅡB₁式］

　松山4号墳と松山５号墳の両石室の周溝から出土した須

恵器には小田編年ⅠB型式が与えられている。両石室とも

古墳群内における立地関係よりⅠA式の松山６号墳に後続

するものと考えられ、出土した須恵器の特徴からもTK23

～TK47型式頃の築造と推定される。

［ⅡB₂式］

　百合ヶ丘18号墳の周溝からTK23型式の須恵器が出土し

ている。百合ヶ丘12号墳からは年代の推定できる須恵器の

出土は報告されていないが、石室の型式及び平面規格が百

合ヶ丘18号墳とほぼ同じであることから両石室は同時期に

共通の平面規格によって築造されたことが推定される。新

津原山４号墳から出土した須恵器坏片には小田編年Ⅱ型式

の年代が与えられている。箕田中原8号墳では前庭部から須

恵器坏片が出土しており、小田編年Ⅱ型式が与えられてい

る。北垣７号墳の玄室内からは武具や馬具に加えて、型式不

明の須恵器甕の出土が報告されている。玄室内への須恵器

の副葬は資料として取り上げた他の石室には事例がみられ

ず、単室の横穴式石室である松山１号墳の玄室内からも小

田編年Ⅱ型式あたる須恵器甕片が出土していることや同型

式の箕田中原８号墳と玄室の平面規格が近似していること

から、北垣７号墳の築造年代もMT15型式頃と推定してお

きたい。

　上記で確認した年代観より各型式の築造時期は、ⅠA式

はTK216～TK208型式、ⅠB式はTK208型式、ⅡA式は

TK23～TK47型式、ⅡB₁式はTK23～TK47型式、ⅡB₂式は

TK23～MT15型式に概ね該当する（表３）。上記の年代観で

はⅡB式の細分されたⅡB₁式とⅡB₂式は共存しているため

前後関係は認められないが、後者がMT15型式まで築造さ

れていることや後続する単室の横穴式石室の松山１号墳や

松山７号墳において ⅡB₂式と同様の袖石と框石の配置形

態がみられることから、ⅡB₂式がⅡB₁式よりも新しい様相

を示す構造であると言える。以上のことから松山古墳群や

百合ヶ丘古墳群の所在する京都平野の北部地域において、

前節で推定した型式変遷の一部であるⅠA式→ⅡB₁式→Ⅱ

B₂式の変遷が符合することが検証された。各型式の年代観

をもとに、腰石を設置しないⅠA式及びⅠB式の石室が築造

される第１期、腰石と袖石を採用したⅡB₁式とⅡB₂式に加

えて、腰石を設置するが袖石を置かないⅡA式の石室が築

造される第２期、そしてⅡB₂式の石室のみが築造される第

３期といった各型式の築造時期から三つの段階を設定でき

る。これを京都平野における竪穴系横口式石室の地域編年

とする（図６）。出土遺物によって推定される年代観より、第

１期はTK216～208型式、第２期はTK23～47型式、第３期

はMT15型式に概ね該当する。しかし、各時期の境界は曖昧

なものであり、幾分か重複しながら漸次的に移行していっ

たことが考えられる⑸。以下に各時期の竪穴系横口式石室

の特徴をまとめる。

　第１期にはⅠA式とⅠB式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁を基底部から平積みした石室である。平面プラン

について、百合ヶ丘４号墳を除いて、玄室幅指数30.0～35.0

前後の先行墓制である竪穴式石室に近い狭長な石室であ

る。

　第２期にはⅡB式とⅡA式の石室が築造される。いずれも

玄室側壁の基底部に腰石を設置している。ⅡB式には框石

と袖石の配石形態の異なるⅡＢ₁式とⅡＢ₂式の両型式の石

室が含まれる。平面プランも第１期の石室に比べて玄室長

に対して奥壁幅の大きい玄室幅指数45.0前後の石室が多く

みられる。

　第３期にはⅡＢ₂式の石室のみが築造される。すべての石

室が玄室幅指数53.0前後であり、当該地域の竪穴系横口式

石室ではもっとも大きくなる。この時期の松山古墳群では

第２期の竪穴系横口式石室から単室の横穴式石室への移行

が行われており、玄室幅指数53.0前後のⅡＢ₂式の石室は京

都平野における竪穴系横口式石室の終末期的な様相を示す

ものである。

５－２ 玄室側壁の配石
　玄室側壁の配石について、側壁面を基底部から平積みす

るⅠ類の石室は第１期の事例しか確認されず、京都平野に

おける古式の竪穴系横口式石室の特徴とみなすことができ

る。当該地域において竪穴系横口式石室に腰石が採用され

るのは第２期以降であるが、玄界灘沿岸部では第１期にあ

たるTK216～TK208型式の段階で久戸12号墳や島津・塚の

元９号墳などの腰石を採用して袖石を設置しない石室が築

造されている。よって周辺地域に比べて竪穴系横口式石室

への腰石の採用は遅い時期であったことが推定され、第1期

に腰石を設置しないⅠ類の石室が優先して築造されること

が京都平野における竪穴系横口式石室の地域的な特徴とし

て挙げられる。また竪穴系横口式石室への腰石の導入は京

都平野の北部と南部の両地域に共通して第２期に行われて

おり、当該地域の竪穴系横口式石室の変遷における大きな

画期として捉えることができる。腰石を設置したB類の石

室は第３期まで継続して築造され、松山古墳群や稲童古墳

群にみられるように後続する単室の横穴式石室に受け継が

れたものと考えられる。

　京都平野において竪穴系横口式石室の導入段階である第

１期にⅠ類の石室が優先して築造された要因として、先行

墓制の竪穴式石室との関係を考えたい。第１期に竪穴系横

口式石室が築造された百合ヶ丘古墳群と稲童古墳群におい

て、竪穴系横口式石室の先行墓制として百合ヶ丘古墳群で

は百合ヶ丘９号墳、稲童古墳群では稲童19号墳の小型の竪

穴式石室が挙げられる（図７）。いずれも玄室側壁を基底部

から平積みする石室である。両古墳群とも第１期やそれに

先行する時期に玄室側壁に腰石を設置した石棺系石室⑹は

確認できない。また竪穴式石槨を有する４世紀末頃のビワ

ノクマ古墳や初期横穴式石室である御所山古墳などの京都

平野内の最首長墳、さらに百合ヶ丘16号墳や猪熊1号墳と

いった短甲を副葬する群集墳内の盟主墳である竪穴式石室

でも玄室の側壁面を基底部から平積みされた石室の構造を

有しており、京都平野では第１期の段階において先行墓制

である竪穴式石室に由来するⅠ類の石室の構築方法が竪穴

系横口式石室に採用されたことが考えられる。

５－３ 横口部の構造
　横口部の構造について、北部地域の百合ヶ丘古墳群や松

山古墳群では袖石を有するB類に先行して袖石を設置しな

いA類の石室が築造されている。またⅠA式の百合ヶ丘４

号墳や百合ヶ丘５号墳では横口部の前幅いっぱいに大型の

框石を設置することで明確な段状構造を形成している。松

山６号墳においても前庭部側壁にみられる石積みの残存状

態から段状構造のあったことが推定される。ⅠA式の石室

の類例として挙げることのできる老司古墳１・２・４号石室

にも玄室床面と前庭部に段差が設けられており、框石によ

る段状構造の形成は古式の竪穴系横口式石室の特徴として

捉えることができる。これらⅠA式の石室にみられる段状

構造は後続するⅡB₁式の石室の横口部構造との連続性も

認められる。ⅡB₁式の石室について、他地域の石室の類例

として有明海沿岸部の立山山23号墳や玄界灘沿岸部の浦谷

E－３号墳が挙げられ、前者からは陶村編年Ⅰ型式第３段

階の須恵器が出土している。また類似した構造として框石

の上部に袖石を設置した形態の石室があり、玄界灘沿岸部

ではTK208型式頃の乙植木１号墳が挙げられる（石山

1977）。以上のことから京都平野の北部地域では第２期まで

袖石を設置した竪穴系横口式石室は築造されず、袖石の採

用は第１期にⅠB式の稲童21号墳の築造された南部地域や

筑肥地域の竪穴系横口式石室に比べて遅い時期にみられ

る。

　横口部の構造の変遷には京都平野の南北において明確

な地域差が認められる。北部地域の松山古墳群や百合ヶ丘

古墳群では第１期に無袖のⅠA型式が先行し、第２期以降

は袖石が導入されたⅡB型式の石室が主流となって築造さ

れる。それに対して南部地域では北部の百合ヶ丘４号墳や

松山６号墳が築造された第１期の段階において、稲童古墳

群で袖石を有するⅠB式の稲童21号墳が築造されている。

第２期以降には無袖のⅡA式の稲童８号墳と長迫古墳の二

基が築造されるが、北部地域に多く確認されているⅡB式

の石室は第３期の北垣７号墳のみである。とりわけ稲童古

墳群では第１期の稲童21号墳に後続して第２期の稲童８

号墳が築造されるようにⅠB式→ⅡA式の変遷順序が確認

できる。

５－４ 竪穴系横口式石室の展開と地域性
　京都平野における竪穴系横口式石室の導入及び展開の

様相にみられる地域的な特徴として、京都平野全体を通し

て第２期以降の腰石の採用は玄界灘や有明海沿岸部の筑

肥地域に比べて遅い時期にみられ、母体となる竪穴式石室

や京都平野内及び群集墳内の首長墳にみられる側壁を基

底部から平積みした石室の優位性があったことが考えら

れる。ちなみに京都平野では竪穴系横口式石室の導入され

る第１期の段階から横口部に連接される前庭部側壁が北

部と南部の両地域で構築されている。竪穴系横口式石室の

導入を第一の画期とすると、第２期の腰石の採用は京都平

野の南北の両地域で共通する第二の画期であるが、京都平

野において腰石を採用した初期の横穴式石室が築造され

るのは番塚古墳のTK47型式頃であり、地域内の最首長墳

から影響を受けて群集墳内の竪穴系横口式石室に腰石が

導入されたことも考えられる。また筑肥地域の竪穴系横口

式石室の影響、もしくは腰石を有する石棺系の竪穴式石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことも推定される。し

かし、松山古墳群や百合ヶ丘古墳群、稲童古墳群では第１

期にⅠ類の竪穴系横口式石室が先行して築造されており、

第２期に先行することが明確な腰石を設置した石棺系の

竪穴式石室は古墳群内に確認できない。よって石棺系石室

を母体としてⅡ類の石室が成立したことは現時点では考

えにくい。さらに百合ヶ丘古墳群ではⅠA式の石室に腰石

及び袖石の片方の要素だけが導入されたⅡA式やⅠB式の

石室は確認されていないため、これら二つの属性が同じ時

期に導入されたことが推定できる。松山古墳群ではⅡＡ式

の松山８号墳が築造されているが、同古墳群内の竪穴系横

口式石室と比べて石室及び墳丘の規模は小さく、ⅠＡ式の

松山６号墳やⅡＢ₁式の松山４号墳との連続性は認められ

ない。よって北部地域において第１期におけるⅠＡ式の竪

穴系横口式石室の成立は既存の先行墓制である竪穴式石

室に横口部のアイデアが導入されたものであり、第２期の

ⅡB式の石室は筑肥地域の特徴を有する初期の横穴式石

室、もしくは竪穴系横口式石室の構造をモデルとして成立

したものと考えられる。これは御所山古墳や番塚古墳の首

長系譜にみられる筑肥地域との交流が第２期の段階にお

いて群集墳内の竪穴系横口式石室の構造にまで強い影響

を与えるようになったことが要因として考えられる。

　竪穴系横口式石室への腰石の導入が京都平野の南北の

両地域で共通する大きな画期であったことに対して、袖石

の導入及び採用は両地域で異なった様相がみられる。北部

地域ではⅠA式→ⅡB₁式→ⅡB₂式といった大まかな型式

の変遷が認められるが、南部地域ではⅠＢ式の稲童21号墳

にみるように袖石の採用は北部地域よりも早い時期に行

われている。また第２期の段階では稲童８号墳や長迫古墳

のように袖石を設置しないⅡA式の石室が短甲を副葬す

る有力な階層の被葬者の石室に採用されている。よって型

式の変遷において袖石の導入及び採用の差異にこそ京都

平野内における竪穴系横口式石室の南北の地域差が表れ

ている。しかし第３期になると南部地域でもⅡB₂式の北垣

７号墳が築造される。第３期には南北の両地域ともにⅡB₂

式の玄室幅指数53.0前後の石室のみが築造されており、京

都平野の竪穴系横口式石室における第三の画期として捉

えられる。後述するように、この時期の石室は京都平野の

広い範囲で平面プランの規格性が認められ、北垣７号墳が

築造された背景として筑肥系の番塚古墳に代表される北

部地域を中心とした勢力が南部地域により強く影響を及

ぼすようになったことを考えたい。

５－５ 型式の変遷と平面プラン
　竪穴系横口式石室の平面プランについて検討していき

たい。上記で示した地域編年より、第１期には先行墓制で

ある竪穴式石室との連続性のみられる玄室幅指数30.0～

35.0前後の狭長な石室が中心に築造され、第２期は玄室長

に対して奥壁幅の拡張された玄室幅指数45.0前後の石室が

多く築造される。そして第3期には奥壁幅が100㎝以上と拡

大し、玄室幅指数53.0前後の石室が主流となって築造され

ている。以上のことから京都平野全体においては第1期か

ら第2期、第３期まで時期が下るに従って竪穴系横口式石

室の玄室幅指数が増加していく傾向のあったことが認め

られる。

　石室の各型式と平面プランの関係について、ⅠA式とⅡ

Ａ式は各石室の規模の差異が大きく、先行墓制である竪

穴式石室との連続性が窺える百合ヶ丘５号墳や松山８号

墳、後続するⅡB式の石室に近い平面プランを有する百

合ヶ丘４号墳が確認できる。また百合ヶ丘４号墳と稲童

８号墳を除いて玄室幅指数30.0前後の石室が多くみられ

る。ⅠＡ式の松山6号墳やⅠＢ式の稲童21号墳については

古式の竪穴系横口式石室であることから先行墓制である

竪穴式石室に由来するものであり、狭長な平面プランを

有する。

　ⅡB式の石室は玄室長170～230㎝、奥壁幅80～110㎝前後

の範囲に集中しており、他の型式と比較しても石室の規模

にある程度のまとまりが認められる。玄室幅指数から45.0

前後の石室と53.0前後の石室の二つに大きく区分できる

が、前者はⅡB₁式とⅡB₂式の両型式を含め第２期を中心に

築造されており、後者はⅡB₂式の石室のみで第３期を中心

に築造される。さらに松山古墳群や百合ヶ丘古墳群におい

て、ⅠA式の百合ヶ丘４号墳と百合ヶ丘５号墳、ⅡB₁式の松

山４号墳と松山５号墳のように、同じ型式を共有するが玄

室幅指数と奥壁幅に差異がみられる石室が同じ古墳群内に

ほぼ同時期に築造されているのに対して、ⅡＢ₂式の石室に

は玄室長と奥壁幅の平面規格が近似するものが確認でき

る。百合ヶ丘12号墳と百合ヶ丘18号墳、そして猪熊２号墳と

北垣7号墳、箕田中原８号墳である（図９）。百合ヶ丘12号墳

と百合ヶ丘18号墳は同じ古墳群内に築造されていることか

ら、両石室が共通の寸法尺のもとに、およそ同時期に築造さ

れたことが考えられる⑺。また箕田中原８号墳、猪熊２号

墳、北垣7号墳の平面プランは玄室長210㎝、奥壁幅110㎝前

後の規格のもとに近似しており、箕田中原８号墳では二体

分の人骨の出土が報告されていることから、追葬や複数遺

体の埋葬の機能を満たす平面規格が京都平野の広い範囲に

わたって共有されていた可能性も推定できる。北部地域の

番塚古墳ではTK47型式頃を初葬としてMT15型式の段階

で追葬が行われており（岡村・重藤1993）、竪穴系横口式石室

にみられる複数遺体の埋葬も第3期の段階で首長墳の葬制

に倣って行われたことが考えられる。

５－６ 竪穴系横口式石室と首長系譜の関係性
　稲童古墳群の竪穴系横口式石室は石室及び墳丘の規模、

豊富な副葬品の出土状況から他の竪穴系横口式石室との階

層的な優位性は明瞭である。これまで竪穴系横口式石室の

型式の分布や変遷過程から京都平野の南北に地域差が認め

られることを指摘してきた。北部と南部の両地域では導入

期の竪穴系横口式石室の横口部の構造に大きな差異がみら

れ、百合ヶ丘４号墳や百合ヶ丘５号墳では大型の框石を設

けて段状構造を形成し袖石を設置しない。それに対して稲

童21号墳では板石を置いて袖石とした両袖の間に仕切石を

置いている。また玄室床面と前庭部に高低差はみられない。

これら横口部の構造の差異について、竪穴系横口式石室の

成立を促した横穴式石室を内部主体とする首長墳からの影

響の違いが要因の一つとして挙げられる。本節では京都平

野の南部地域を対象として第１期の稲童21号墳が成立した

背景にある横穴式石室を採用した首長系譜との関係を考察

していきたい。    

　京都平野の北部地域では御所山古墳や番塚古墳といった

前方後方墳を墳丘形態とする筑肥系の横穴式石室が地域内

の最首長墳として築造される⑻のに対して、南部地域では

稲童21号墳に先行する、もしくは同時期に築造された初期

の横穴式石室は未だ確認されていない。稲童古墳群内の帆

立貝式前方後円墳を墳丘形態とする石並古墳が有力な首長

墳として挙げられるが、内部主体の詳細は未調査であるた

め不明である。稲童19号墳の竪穴式石室を先行墓制として

稲童21号墳にみられる横口部の構造から推測すれば、横口

部に立てた板石を袖石として、その両袖石の間に仕切石を

設置した構造を有する横穴式石室が稲童21号墳の成立に際

して大きな影響を与えた可能性が高い。そして京都平野の

南部地域に隣接する内陸部の田川地域にはその条件を満た

す石室として猫迫１号墳（図10）が確認されている。

　猫迫１号墳から出土した埴輪や須恵器はTK73型式を中

心とした時期に分類されている。玄室は側壁に大型の花崗

岩を使用した特異な構造であり、後続するセスドノ古墳と

ともに韓国の大邱市達西古墳群の竪穴系横口式石室との

類似性が指摘されている（森下1987・亀田ほか2004）。横口

部の構造について、板石を立てて袖石とした両袖の間に割

石を二段に積んで約20㎝の段状構造を形成する。稲童21号

墳が両袖石の間に仕切石を設置して横口部の広い面を開

口している点や奥壁に花崗岩の腰石を設置している点な

ど猫迫1号墳と類似している。よって玄室の全壁面を基底

部から平積みで構築する稲童19号墳を母体として、猫迫1

号墳にみられる横口部の構造及び奥壁の腰石の要素を導

入することで稲童21号墳が成立したものと考えられる。さ

らに稲童21号墳と稲童8号墳の両石室に共通する特徴とし

て、玄室側壁の石材の目地に粘土を充填して壁面が整えら

れていることに注目したい。石室の壁面を粘土で整える事

例は九州以外では兵庫県姫路市の宮山古墳や福井県敦賀

市の向出山1号墳が確認されており、朝鮮半島の伽耶地域

の石室との関連が指摘されている（川西1983）。猫迫1号墳

でも石室の目地に粘土を充填していたことが確認されて

いる。これら横口部の構造及び石室壁面の目張りに粘土を

使用するといった共通点から、稲童古墳群における竪穴系

横口式石室の成立に際して隣接する田川地域からの影響

があったことが推定される。

　南部地域の竪穴系横口式石室を特徴づける副葬品の出土

例として短甲、馬具、銅鏡などが挙げられる⑼。猫迫１号墳

からは眉庇付冑と三角板革綴短甲を模したとされる武人型

埴輪や馬形埴輪が出土しており、さらに猫迫１号墳に後続

するセスドノ古墳からは豊富な武具や馬具が出土している

ことから、当時の田川盆地を中心とした地域に甲冑を保有

する有力な軍事勢力が存在したことが推定されている（齋

藤2011）。よって京都平野の南部地域と田川地域は大和政権

による地方豪族への軍備拡充に際して極めて重要視された

地域であり、軍事的な結びつきをはじめとする交流が両地

域間で行われた可能性を指摘しておきたい。また稲童古墳

群の周辺には初期の須恵器生産に関わる居屋敷窯跡やオン

ドル状遺構の検出された京ヶ辻遺跡など渡来人の存在を示

唆する遺跡も多く報告されており、京都平野の南部地域と

田川地域の交流に際して渡来人が大きな役割を担っていた

ことも考えられる。

6. 結論

　本稿では竪穴系横口式石室を対象として、玄室側壁にみ

られる腰石と横口部の袖石の二つの属性から型式分類を行

い、さらに出土遺物の年代観をもとに地域編年を提示する

ことで、京都平野における竪穴系横口式石室の展開及び地

域性について検討した。その結果、竪穴系横口式石室の展開

には京都平野の全体に共通する大きな画期があり、横口部

の導入を第一の画期として、腰石の導入がされる第二の画

期、ⅡB₂式の玄室幅指数が53.0前後の石室のみが築造され

る第三の画期が挙げられる。京都平野の地域的な特徴とし

て竪穴系横口式石室の導入段階で玄室側壁を基底部から平

積みする石室が優先して築造されることが挙げられ、筑肥

地域の石室と比べて腰石の採用は比較的遅れた時期にみら

れる。これは先行墓制の竪穴式石室や地域内の最首長墳及

び群集墳内の盟主墳にみられる石室構造が影響していたと

考えられる。さらに型式の分布及び変遷から京都平野内で

も北部と南部には竪穴系横口式石室の導入及び展開の様相

に地域差があり、袖石の導入及び採用に差異が認められる

ことが判明した。よって型式分類の属性として設定した袖

部と腰石の要素について、腰石の導入は竪穴系横口式石室

の時期的な変遷を特徴づけており、袖部の採用は京都平野

内における南北の地域差を表すものとして捉えることがで

きる。

　石室の平面プランについても時期が下るに従って狭長な

石室から玄室長に対して奥壁幅の広い石室へと移行してい

く傾向がみられ、京都平野の広い範囲にわたって近似した

平面プランが認められる石室については複数遺体の埋葬の

ための機能を満たす平面規格が共有されていた可能性を指

摘した。以上のことから玄室の平面プランが竪穴系横口式

石室の変遷を考察する上で有効な要素であることも考えら

れる。

　京都平野における竪穴系横口式石室の南北の地域差につ

いては、先行墓制である竪穴式石室から竪穴系横口式石室

への移行過程に注目し、構造上の類似点や目張りに粘土を

使用する技法から稲童21号墳の成立に田川地域に所在する

猫迫１号墳からの影響があったことを推定した。これは仮

説の段階にとどまるため、さらなる検証作業が必要である。

　今後の課題として玄界灘や有明海の沿岸部といった他地

域における竪穴系横口式石室の地域編年との比較検討を行

うことで京都平野における地域的な特色がより明らかにで

きるものと考える。また京都平野の南北の地域差について

は古墳群を築造した集団の生産基盤や集落に関する調査及

び研究が期待される。

　本稿は３年次前期「歴史遺産文献講読１」の課題として取

り組んだものである。
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註

⑴小田富士雄の論文に掲載された実測図によれば、長迫古墳の玄

室長は436㎝、奥壁幅は150㎝になる。しかし報告されている墳丘規

模が径10ｍ・高さ2ｍであることや他の資料の石室との比較から実

測図の目盛りは正確なものではないと推定される。よって本稿で

は実測図の2ｍの目盛り幅を１ｍとして分析する。

⑵この玄室幅指数による基準によって竪穴系横口式石室と後続す

る単室の横穴式石室が区分できると考える。竪穴系横口式石室の

後続墓制として設定した単室の横穴式石室について、資料として

取り上げた古墳群においては松山１号墳や稲童22号墳が挙げられ

る。これら単室の横穴式石室の特徴として、横口部に楣石を設置し

て前壁構造を形成すること、大型の框石を設置して段状構造を形

成せず玄室と前庭部の床面に明瞭な高低差がみられないことが挙

げられる。平面プランについて、玄室幅指数は松山１号墳が63.8、松

山７号墳が62.5、稲童24号墳が69.8と、資料の竪穴系横口式石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅のより広い石室が殆どである。

⑶百合ヶ丘18号墳と新津原山５号墳は石室の破壊が激しく、袖石

を確認することは出来ないが、残存している框石の大きさや側壁

の配置から本来は袖石の設置されたⅡB₂式の石室であると判断し

た。猪熊2号墳も破壊により仕切石は確認できないが、袖石の配置

からⅡB₂式へ分類している。

⑷玄室幅指数を求める際に使用した玄室長及び奥壁幅の数値は、

各報告書の実測図をもとに筆者が改めて計測し直したものであ

り、これは石室を実測する各調査者によって、それぞれ計測の仕方

にばらつきがあると想定したためである。松山６号墳は横口部の

石材の大半が抜きとられており、正確な玄室長を知ることはでき

ないが、筆者の推定により奥壁から両側壁の石材が玄室床面から

離れる部分までを玄室長として分析している。

⑸百合ヶ丘４号墳は主体部から出土した長頸鏃よりTK208型式の

新相の段階での遺体の埋葬が推定されている（小島2013）が、平面

プランについても玄室幅指数45.7と他の第１期に属する石室と比

べて玄室長に対して奥壁幅が広いため第２期の石室との連続性が

窺える。また箕田中原８号墳や北垣７号墳は羽子板形の石室や後

述する追葬が行われた可能性も含めてTK47型式頃に築造された

番塚古墳と築造時期も大きな隔たりはないと考えられる。

⑹石棺系石室とは九州の伝統的墓制である箱式石棺を母体に竪穴

式石室の技法を導入した構造の石室のことを指す。豊前地方の代

表的な事例としては東宮ノ尾2・4・5・7号墳やこうしんのう5号墳が

挙げられる（山中1974）。

⑺竪穴系横口式石室の平面規格については既に柳沢一男が検討し

ており、玄室比が特定の値に集中する傾向のあることを指摘して

いる。また石室を一尺が24・25・26cmとなる三つのグループに分類

しながら、一尺を24cm前後とする晋代の尺度にその系譜を求めて

いる（柳沢1975）。

⑻御所山古墳では横口部に框石を設置して高さ30㎝程度の段状構

造を形成しており、玄室床面に比べて前庭部は一段高くなる（坪井 

1888）。框石を設けた大型の段状構造の形成は北部地域において第

１期に築造されたⅠA式の竪穴系横口式石室にみられる横口部の

構造に共通性を認めることができる。後続する番塚古墳では玄室

と前庭部の床面に明瞭な高低差はみられない。

⑼京都平野の南部地域では稲童21号墳や長迫古墳といった竪穴系

横口式石室を内部主体とする古墳以外に小型の竪穴式石室である

馬場代２号墳からも短甲の副葬が報告されている（山口2011）。そ

の他、みやこ町花熊や行橋市竹並でも短甲の出土が伝えられてい

る（行橋市歴史資料館2012）。
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考古学』第86号 九州古文化研究会 

〈挿図出典〉（いずれも一部改変・再トレース）

図１：国土地理院地図より作成 図２：文献１・２・５・６・７ 図５：

１・２・３・６ 図６：文献１・２・３・４・５・６・７・９ 図７：文献２・６  

図９：文献２・４・５・９ 図10：文献40

45

京都平野における竪穴系横口式石室の展開と地域性－山本
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